
第９期活動報告（ ）

HA-HA-HAの活動は、

個人の方や企業・団体からのご寄附や賛助会員での支援により

手厚く、幅広い支援体制となっています。

活動や理念に共感いただけたら、

ぜひご寄附やご入会での支援をいただけますようお願いいたします。

詳しい支援の方法はWebサイト https://npo-hahaha.jp/donation/

HA-HA-HAは認定NPO法人を取得しております。

認定NPO法人に対する寄附は、個人・法人ともに寄附が税制控除の対象です。

（株）ヒロ・テクノサービス

（株）ネイルズサイエンス

（株）Grace Top

※ 入会順
※ 2026年2月10日時点

団体賛助会員
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法 人 名 NPO法人HA-HA-HA
設 立 2017年1月
所 在 地 〒514-0042 三重県津市新町二丁目１０－３３

℡：059-229-1515
：info@npo-hahaha.jp

沿 革 2017年3月 障がい児通所支援施設 子LAB（児童発達支援／放課後等デイサービス）設立
2020年4月 保育所等訪問支援設置
2021年4月 相談支援事業設置（障がい児相談支援/特定相談支援）

〃 年12月 グッドガバナンス認証取得（三重県唯一の取得）

2022年5月 津市後援事業ペアレント・プログラム開始
〃 年6月 特定相談支援受け入れ開始

2024年7月 三重県SDGs推進パートナー企業登録
〃 年12月 みえの働き方改革推進企業 3つ星登録

2025年10月 グッドギビング認証取得（第1期認証／三重県唯一の取得）

〃 年12月 認定NPO法人の認定取得

理 事
理 事 長 大越 加奈

（理学療法士／特別支援教育士／児童発達支援管理責任者／相談支援専門員／保育士／農福連携技術支援者）

副理事長 大越 仁
（理学療法士／特別支援教育士／児童発達支援管理責任者／準認定ファンドレイザー／農福連携技術支援者／林福連携コーディネーター）

理 事 辻 翠
（総施設長／特別支援教育士／児童発達支援管理責任者／幼稚園教諭／保育士）

前島 亜沙美
（児童発達支援管理責任者／幼稚園教諭／保育士／強度行動障害支援者／学習支援員／農福連携技術支援者）

梅谷 裕子
（社会福祉士／特別支援教育士／児童発達支援管理責任者／相談支援専門員／保育士）

山下 ゆり子
（主任相談支援専門員／強度行動障害支援者／要医療的ケア児コーディネーター／高次脳機能障害支援者）

外部理事 森 由起子
（（株）トーカイホールディングス／（株）トーカイ／（株）エーワイファーム 代表取締役社長）

宮田 真理
（伊賀市通級支援教室教諭／特別支援教育士）

長谷川 正彦
（社会保険労務士法人ハセガワ事務所代表）

監 事
監 事 小田 和範

（さかのした農園）

顧 問
顧 問 黒田公認会計士事務所

社会保険労務士法人ハセガワ事務所

［ ］
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Top Massage ～理事長メッセージ
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Parent Program ～ペアレント・プログラム報告（津市後援事業）

Financial Report ～第９期の収支等報告

Organization Information ～団体概要

Supporters ～団体賛助会員

２

NPO法人HA-HA-HAは、2025.12.01から第１０期を迎え、

認定NPO法人として再起動します。

法人概要

認定NPO法人HA-HA-HA

［ ］

［ ］
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HA-HA-HAは2017年１月法人設置、その後、要医
療的ケア児や要リハビリテーション児の受け皿不足や専
門的な支援の不足を解消することを目的に子LABを設立
しました。

加えて、発達障がい児や発達性協調運動症（DCD）
、学習障害、不登校や引きこもりなど多様な支援ニーズ
対応のため専門職の育成や雇用、資格の取得などを進め
てきました。

また設立当初より保護者支援の必要性を感じ、茶話会
はじめ、津市後援ペアレント・プログラム（ペアプロ）
の実施を４年連続、計８回実施。ペアプロが地域で広く
根付くよう、地域の支援者も併せて育成してきました。

直接支援では医療・教育・心理…いずれでもエビデン
スベースの支援に努めています。そのため１つの手法に
依存せず、多様な支援について、情報収集し、実施に向
けて研鑽しています。米コロラド大INREALアプローチ
や米UCLAのアプローチ、ペアプロも保護者がポジティ
ブに養育できるなど複数の効果が認められる支援の１つ
です。

そしてマンツーマンを基本とした、少人数の手厚い支
援体制を構築し、これらの複合的な支援と子LABが持つ
複数の機能を調和させて、総合支援に努めています。

また2020年には保育所等訪問支援も開始し、子ども
が通園・通学・通所しているたくさんのところに訪問し

、連携が図れるようになりました。これにより自分たち
にはない機能や職種とも情報共有し、また連携しながら
活動ができるようになり、支援に大きく貢献してくれて
います。

2021年には相談支援事業も開始、2022年成人の相談
受入も開始し、現在の体制となります。訪問事業と合わ

せて、支援をコーディネートする立場の相談支援でも多
事業所、多職種の連携が進み、そこに子ども本人、保護
者を中心に据えられることで支援をよりいっそう多様化
することが可能になりました。

そのため多様な子どもたちが利用してくれています。
利用が想定されやすい子どもたちだけではなく、難病や
医療的なケアが課題で幼保園に通えない子ども、リハビ
リテーションのような運動発達に課題がある子ども、視
覚認知や学習に課題がある子ども、コミュニケーション
に課題がある子どもなどもいます。

現在は看護師不在のため第１０期からは直接支援での
医療的ケアは行っていませんが、医療的ケアが行われて
いる子どもで当法人での処置が不要な子どもたちが利用
してくれています。そして相談支援があることで、重複
した重篤な障害を持つ重症の心身障がい児のコーディネ
ートなども行っています。

第9期には相談支援専門員の山下が日本小児循環器学
会での発表なども行いました。これは子どもの障がいで
は通例では使えないサービスを交渉し、利用できるよう
にできた地域支援の事例発表でした。

本当に粘り強く、子どもに寄り添って活動した相談員
が認められた瞬間だったと感じています。

報告時には設立後１０年目が
始まっています。節目といって
もやることは変わりません。

子どもが楽しく、HA-HA-HA
と笑いながら活躍できる社会を
願っています。

理事長メッセージ
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2024年度 貸借対照表

2024年度 活動計算書

金額（単位：円）科目

Ⅰ 資産の部

31,265,625１ 流動資産

11,768,272２ 固定資産

43,033,897資産合計

Ⅱ 負債の部

10,570,1741 流動負債

18,260,3322 固定負債

28,830,506負債合計

Ⅲ 正味財産の部

14,203,391正味財産合計

43,033,897負債及び正味財産合計

金額（単位：円）科目

Ⅰ 経常収益

768,149１ 受取寄付金

1,324,020２ 受取助成金

75,879,199３ 事業収益

46,226４ その他収益

78,017,594経常収益計

Ⅱ 経常費用

72,216,199１ 事業費

3,581,239２ 管理費

75,797,438経常収益計

Ⅲ 経常外収入

0経常外収入計

Ⅳ 経常外費用

38,076経常外費用計

142,900住民税、住民税及び事業税

2,039,180当期正味財産増減額

開示情報について

NPOの存在意義は『社会課題の解決』に
あります。そのため利益については、継続
的な活動を行っていくための手段でしかあ
りません。とはいえ、自立した責任ある運
営のためには、営利企業と同様に財務健全
性を無視することはできず、財務健全性を
保つため、情報開示を行い、経営の透明性
を高め、社会に認められ、共感を得られる
よう努めています。

尚、会計処理や開示方法はNPO会計基準
に則り行っております。

［ Message ～担当者からのメッセージ ］

ＨＡ－ＨＡ－ＨＡの財務の視点からの運営状況は、収益が横ばい
のフェーズに入ってきています。そんな中、今後も手の届きにくい
ところへの支援や収入に繋がらない、つまり営利企業がやりたがら
ない事業に手を伸ばしていくために多くの支援をいただき本当にあ
りがたく思っております。

今期も含め、過去数年、事業のスマート化や基盤整備に費やして
きました。節目ともなる第10期でも同様の動きを継続していくもの
と想定しています。そのため費用が一定程度、膨らむと考えます。
その中で何とか保育所等訪問支援と相談支援をテコ入れし、支援の
増強を行いながら、より健全な財務運営に繋げていく考えです。

ＨＡ－ＨＡ－ＨＡの課題は放課後等デイサービスを主体とする利
用待機者の解消、地域課題でもある相談支援事業所の過度な不足に
よる利用者の待機状態の解消です。また加えるなら、保育所等訪問
支援による連携を幼少期から行える体制づくりの構築です。これは
当法人の訪問先の多くが学校であるように、子どもの課題の顕在化
が小学校以降と遅いことが多く、本来であればもう少し早く連携が
できるのではないかという考えからです。

放課後等デイサービス等の利用待機者の解消については、大規模
な体制変更が必要なため、現状変更は難しいところがありますが、
相談支援の強化は第10期の主な課題と捉えています。要は相談支援
専門員の増員、育成ということになります。ここに予算を割き社会
課題の解決へと一助となることを考えています。

また保育所等訪問支援の強化については、適切な専門性を持った
スタッフの配置、特に幼少期を支援できるスタッフを配備すること
で分業化を進めながら、早期支援につなげる考えです。この点につ
いては育成をゆっくりと進めながら、焦らず、進めていきます。

今後、大きく活動を増強するために事業の転換点を迎える可能性
もあります。その転換点を迎える前に、活動に共感をいただけるよ
う邁進しきたいと考えております。そして支援者も楽しく、イキイ
キと遊ぶように課題解決に迎える環境を構築していきます。

みんながイキイキと、
そんな社会の実現のために



４

第９期の支援実績報告

総合的支援への取り組み

通所支援は３部門が設置されています。未就学
児支援『児童発達支援』、就学児支援『放課後等
デイサービス』、幼稚園・保育園・認定こども園
（幼保園）・学校・放課後児童クラブへの訪問支
援『保育所等訪問支援』です。

またケアマネージャーのように支援のコーディ
ネートを行う相談支援事業は子ども『障がい児相
談』、成人『特定相談』共に設置されており、児
童発達支援／保育所等訪問支援／障害児相談支援
の３項目により、児童発達支援センターの主要要
件を満たす構成が特徴です。

加えて、保護者支援ペアレント・プログラム（
津市後援）の実施により補助要件のような取り扱
いになっている部分も満たしています。

総合支援への第1の取り組みとして、事業所内
の多職種連携があります。医療・福祉・教育・心
理の専門資格保持者や経験者が在籍し、支援して
います。

そして第2の取り組みとして、保育所等訪問支
援や相談支援の機能を活かし、事業所間や幼保園
・学校、病院や放課後児童クラブなど多様な事業
所外連携に取り組めるのが特徴です。

第3の取り組みとして、将来を見据えた支援を
特定のプログラムを持たずに、個別に支援計画し
、支援を行う子LABの特徴があります。

これらにより多職種、多事業所の情報を基によ
り深化した支援へと繋げます。現時点での支援、
将来のための支援を並行して取り組みます。

特にコミュニケーション支援は重点的に取り組
みます。あまり着目されませんが、言語発達や学
習だけではなく、運動発達や余暇力、就園・就学
状況に関わる要素が大きいためです。

［子LABの支援の特徴］

９

第９期の収支等報告

収益・正味財産増減額の推移

746 2,440 3,173 6,212 2,039

（単位：千円）

HA-HA-HAの2024年度の総収益は約78,17千
円で推移としてはやや増加傾向と言えます。しか
し想定される収益の最大値に近くなっており、今
後は横ばいで推移すると考えております。

［収益増減額のサマリー］

毎年、正味財産の積み上げは認められますが、
事業のスマート化等の計画推進のため、キャッシ
ュについては減少している状況です。

［正味財産増減額のサマリー］

収益の内訳

97.2%

2.8%

78,17千円

97.2%自主事業収益

96.7%子ども支援

0.5%成人支援

2.8%その他の収益

1.0%寄附金収益

1.7%助成金・補助金

0.1%その他

［収益の内訳のサマリー］
収益のほとんどが自主事業収益であり、自立し

た運営が可能な収益構成となっていることが分か
ります。しかし自主事業収益が最大値を迎えてお
り、今後の増収は難しく、ペアレント・プログラ
ムや手厚い人員配置、手の届きにくい支援への参
画などにはその他収益の増加が望まれます。

事業費比率

第5期 第6期 第７期 第８期 第９期

［事業費比率のサマリー］
HA-HA-HAの運営は経常費用のうち、管理費を

除いて、『社会問題解決』のために事業で使用され
た比率を示す事業費比率が95%を上回っています。
そのため子どもの支援や障がいを持つ人々の支援に
費用のほとんどを使っていると言えます。

プロダクトでの支援

HA-HA-HAの運営は多くの支援により成立していま
す。それは寄附金や助成金・補助金などに加え、企業
プロダクトの提供という形でも支援を頂いています。

事業の適正化

［グッドギビング認証の取得］
HA-HA-HAは適正な法人運営を標榜し、公益財

団法人日本非営利組織評価センターのグッドギビン
グ認証（非営利団体が適切なガバナンスを行っていることを証明するもの）

を全国第1期認証、三重県唯一の認証団体として取得
しました。



５

延べ支援数は横ばい状態です。体制を変更していないので
想定通りではありますが、定員がいっぱいのため、就学時に
放課後等デイへの移行ができない状態、またキャンセル待ち
も年単位と長期にわたる状態が継続しており、解消が必要な
状況となっています。

児童発達支援の支援数が多いのも子LABの特徴といえます
。早期支援が行えている１つの指標となってる一方、 、先述

支援体制に変更があり、そのため延べ支援数が大きく変動
する結果となりました。体制を再整備しつつ、多様な訪問先
で多様な連携が図れるように努めます。

特に訪問支援員の育成・雇用を重点的に検討していく必要
がある状況となっています。現状では訪問支援員が時間帯別
に兼務体制となっており、専任化を進めるための専門職の育
成・雇用を検討していきます。

障がい児通所支援 子LAB

障がい児通所支援は大きくは施設での直接支援と訪問先での支援や連携の２つに分かれます。全国的には直接支援
のみが行われることが多く、訪問支援はセンターの役割となることが多いのですが、津市では当法人が訪問活動を活
発に行うことで、多くの事業所が参入し、幼保園での訪問支援が行われるようになりました。

子LABの特徴は多職種が在籍していること、保育所等訪問支援と相談支援事業により、幼保園/支援施設（福祉）
・学校/特別支援学校/通級指導教室（教育）・クリニック/病院（医療・心理）など多くの事業所と共通認識を持って
連携し、総合支援を行っている点にあります。

特に言語・非言語を含めたコミュニケーション支援を重要視しています。これは意思表示という最も重要なスキル
を身に着けて、生活の中で自立して動けることを重要視しているということです。そして生活の中で活用されるコミ
ュニケーションは学習や就園・就学の状況にも関わりますし、一見、無関係に思われる運動技能の獲得や余暇力など
にも繋がっていくためです。

また障がいの種別を理由に受け入れを断らないことも大切にしています。自分たちに支援できるかどうかは安全性
の確保という点で判断はしますが、安全性が確保できるのであれば原則、受け入れを行っています。そのため高度医
療や心理支援が関わっているようなケースなど様々な背景を持つ子どもが利用します。

［通所の支援実績］

の課題解消と継続支援へ繋げるという課題が残っており、今後、解消が必要と感じています。

［保育所等訪問支援の支援実績］

当法人の保育所等訪問支援の特徴は全国の傾向と大きな違いがあります。それは全国的にはあまり行われない学校
への訪問が総訪問数の70%前後で推移しており、かなりの割合で学校との連携を取っている点にあります。

今後は幼保園への訪問数を向上させ、保育所等訪問支援においても、より早期連携へと繋げていくことを目標とし
ていきます。

特に就学児に幼保園から学校への情報の引継ぎという点において課題を感じており、現時点では「保育・指導要録
のための発達評価シート（TASP）」を活用して情報の引き継ぎをしていますが、学校への情報提供という点ではよ
いのですが、それが十分に先生方に伝わっているかというところに弱さがあると感じており、保育所等訪問支援によ
る弱点の補強をしていきたいと考えています。

８

イベント開催報告

さかのした農園さんに委託し、農業体験イベントとして、親子で経験してもらう
イベントを例年開催しており、今期もシリーズ『米』で田植え・稲刈り、シリーズ
『芋』でサツマイモ掘り（今期から農業イベントからジャガイモ掘りは開催せず）を開催しています。

これらは農業体験を通じて食育等に繋げたいなどの目的もありますが、保護者は
社会通念や常識的なふるまいを求める傾向が強く、子どもは障がいの有無にかかわ
らず、親の求めに応じて、最後まで止められずにやってみるという経験が少なくな

ります。行動のすべてを通じて、親は子どものことを知り、子どもは経験から学ぶ機会を得ることができます。その
ため農業イベントではありますが、目的とする農業をやらなくても、虫取りや泥遊びをしていても、それを大切にし
てイベントを開催しています。

ペアレント・プログラム報告

（津市後援事業）

ペアレント・プログラム（ペアプロ）の実施は今期で4年目、通算８回の実施となりました。並行して、地域でペア
プロを開催できる支援者の育成も行っています。津市で広くペアプロが開催され、保護者が気持ちかろやかに子育て
に取り組める姿勢づくりに貢献でき始めています。ただ実際に開催までこぎ着けている事業所はなく、津市後援・共
催・委託などをいただく必要があるというペアプロの規定の影響は見受けられます。

ペアプロの雰囲気は良かった？
子育ての気持ちが軽くなった？
子育ての視点が定まったと思う？
参加して新たな発見があった？
体験が子育てに定着しそうか？
参加のサポート体制は十分だった？
ペアプロに参加してよかった？

アンケート結果

（5.00）

（4.33）

（4.33）

（4.67）

（4.00）

（5.00）

（5.00）

参加後の感想

子どもへの関わり方で悩んでおり、自分の意識、関わり方を変えたいと思
い受講しました。ペアレントトレーニングは子どもへの関わり方を持ち寄り
相談し改善して次に活かすというイメージでしたが、ペアレント・プログラ
ムは現状に気づくことで子どもへの対応が変わっていくというところが子育
て中でバタバタしていても取り組みやすいと感じました。最初は書くのが大
変と思ったのですが回を重ねるごとに気づきがあり、それが楽しくなってき
ました。ただ取り組むのではなくどういう視点で見るとよいかなど具体的な
ことを知ることができました。受講して終わりではなくこれからも役立ちそ
うな内容なのが嬉しいです。困りごとは解決策にもつながるんだとプラスな
気持ちにもなれました。宿題はありましたが、最後以外は時間中に考えられ
たので清書しながら振り返ることができて負担もそんなに大きくなく取り組
み方や量もちょうどよかったです。毎回の時間も長すぎず集中できよかった
です。揺り返しがくるタイプだと思うのでときどき見返したり書いたりでき
ればと思っています。発表など緊張しましたが先生方や保護者の方も穏やか
で雰囲気がよく毎回楽しみに受講できました。ありがとうございました。

こどものできるを60%で見る大切さを学ばせてもらいました。 ありがとう
ございました。

自分に対して・子育てにおいて、「ちゃんとしないと！失敗は許されない
」ということが今まで軸になってしまっていたと気づくことができました。
プログラムが進むにつれ、当たり前にできていること、ちょっとがんばれて
きたこと、できていなくてもがんばろうとしていること全部、「えぇやん～
♪」と、前向きな捉えでたくさんの褒めポイントに気づくことが増えたと実
感しています。他の方の話から気づかせていただいた視点も多くあり、参加
させていただいて本当に良かったと感じています。 素敵な機会を、ありがと
うございました。

今回も参加者は抽選となってしまい、抽選に漏れた方々もおら
れるので申し訳ないと思っていますが、現状の可能な最大参加者
数６名での開催となっています。ただ今回は開催直前にキャンセ
ルが２名、第１クール参加後の辞退１名となり、保護者の修了者
３名、研修型修了者３名という結果となりました。

依然として途中辞退はほとんどありませんが、ペアレント・ト
レーニングと勘違いを起こしやすい所もあるため、チラシなどを
よりわかりやすくする工夫が必要かもしれません。



12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

６

［相談支援の支援実績］

相談支援事業 子LAB

相談支援は子ども・成人の2部門あり、現在は両部門ともに受入がほぼ停止状態であり、現状の利用者のみ、例外
的に医療的ケアや困難ケースによる受け入れ先がない場合、空きのある誕生月の子どもの支援のみとなっています。
これは相談支援専門員の育成の難しさによる不足、仕事が激務のため職員の生活の質向上のため、受け入れを絞って
いるという側面があります。

左図のように今期の訪問先の種別割合は小学校、中学校、特
別支援学校（小学部/中学部/高等部）を合わせると学校への訪
問は80%を超えており、相対的に幼保園への訪問数は少ないこ
とが分かります。

これは就学以降に子どもの課題が顕在化してくることが多い
ことを示しているとも考えられます。そのため、より早期から
就園先と連携し、環境設定や関わり方・支援について共通認識
を作っていくことが重要になるのではないかと考えています。
子LABが重要視する将来を見据えた支援にも繋がる観点と捉
えており、今後、幼保園・就学期の訪問支援員、就学後の訪問

訪問支援員の専任化など様々な支援が行える体制を整備していく必要性があります。
そして先述のTASPが活用されていく環境（次年度の担任や就学先の小学校に引き継ぐ ）の構築を並行して行うこ

とで、TASPの機能・効果である、子どもの支援計画や小学校での小１プロブレム（学級崩壊等）の予防に役立てら
れればと考えています。

相談支援の児童・成人比を考えると、90%以上が児童とな
っています。これは特定相談支援が設置されるまでにほとん
どの枠が児童の支援で埋まってしまったことが大きな理由と
なっています。また児童と成人では支援内容が異なることも
あり、自分たちに支援できるかも慎重に検討したうえで受け
入れを行ってきた経緯も関係しています。

成人支援が充実して行える専門性の育成なども行っていく

必要性を感じ、また支援を行ってきた子どもたちの成人後を見据えて、就労先等を知っていく必要があると考え、数
年前から就労支援事業所へのアンケート調査や訪問により就労について知る機会を設けています。現在では年に数件
訪問する程度ではありますが、三重県下の事業所を60事業所以上アンケート・訪問してきている実績があります。

子どもの支援は発達障がいを主体とした多くの支援に加えて、主任相談支援専門員が強度行動障害支援者・要医療
的ケア児コーディネーター・高次脳機能障害支援者となって支援を行っています。通常業務に加え、病院での同行受
診や定期的な担当者会議などを積み重ねてきた結果、様々な事例を病院や基幹センター等の連携先から直接依頼を受
けて支援してきています。他事業所での困難事例や重度障害による高度な専門性が求められる事例などの依頼も増え
ており、経験を積むことで、今期は日本小児循環器学会からの事例報告を依頼されるなど支援が高度化していると言
えます。それらに対応できるよう事業所全体で積み上げを行うように努めています。

７

イベントも含めた年間の動き

全体的な方向性としては、当法人には主任相談支援専門員に認定されているスタッフが在籍しておりますので、相
談支援専門員の増員を行いながら、育成を行い、受け入れの再開を目指していきます。

第６回 ペアプロ終了

第１回 文具ＬＡＢ開催

第７回 ペアプロ開始 ----------------------終了

グッドギビング認証取得
農業体験 田植え

農業体験
稲刈り
（中止）

第８回 ペアプロ開始 ----------------

農業体験
サツマイモ掘り

日本小児循環器学会発表

（津市後援事業） （津市後援事業） （津市後援事業）

第６回 ペアプロ支援者育成（研修型）研修終了
（津市後援事業）

第７回 ペアプロ支援者育成（研修型）--------
（津市後援事業）

第７回 ペアプロ支援者育成（研修型）-
（津市後援事業）

被災者支援のための”つながり”
を作るモデル事業出席


